
純粋持株会社体制への移行：
迅速な意思決定、シナジー創出、ガバナンスの強化

小林 一俊（以下、小林）　2026年、コー

セーは創業80周年という大きな節目を

迎えました。この記念すべき年に、私た

ちは純粋持株会社体制へ移行しました。

これは単なる組織改編ではなく、中長期

ビジョン「Vision for Lifelong Beauty 

Partner ― Milestone2030」を一層加

速するための意思決定です。不確実性が

高まるグローバル市場においても価値を

生み出し続けるため、これを「第二の創業」

と位置づけました。持株会社体制への移

行は、グループとしての新たな未来を切

り拓いていくという覚悟の表れなのです。

純粋持株会社体制では、持株会社がグ

ループ全体の経営戦略立案、シナジー創

出、ガバナンス強化を担います。一方で

事業会社は、迅速な事業執行と競争力

強化に集中し、より機動的で強靭な経営

基盤を構築していきます。私は会長兼グ

ループCEOとして、中長期の経営方針や

M&A、提携を通じた「ビューティコンソー

シアム構想」など、グループの舵取り役に

専念します。

澁澤 宏一（以下、澁澤）　私も1984年の

入社以来、長くコーセーとともに歩んで

きましたが、今はまさに変革の局面だと

捉えています。新体制の要は、持株会社

の「求心力」と事業会社の「遠心力」を高

い次元で両立させることです。小林会長

が、創業以来80年受け継がれてきたオー

ナーシップに裏打ちされた確固たる経営

観に、精緻な戦略性とガバナンスを加えた

「求心力」でグループを統率する。私は

社長兼グループ COOとして、各事業会

社が市場に応じて迅速に執行できる環境

を整え、多様なブランドが独自性と創造

性を発揮し、企業価値の最大化を推進す

る「遠心力」を効かせる役割を担います。

小林　「遠心力」を確かな成果につなげ

るには、分断や重複を生まない仕組みも

欠かせません。そこで純粋持株会社体制

では、グループとしての「協働」と「共創」

を一段と進化させます。サプライチェーン、

マーケティング、デジタル、バックオフィ

スなど事業会社間で共通性の高い領域

は横断的に最適化し、重複や分断を見直

してムリ・ムダ・ムラを低減します。一人

ひとりがグループ全体の利益を自分ごと

として捉え、組織の壁を越えて動くこと

を期待しています。

澁澤　売上高が3,000億円を超え、ブラ

ンドポートフォリオも多様化・複雑化する

中で、「グループ全体の最適戦略」と「各

事業の機動的な執行」を明確に分けるこ

とは、意思決定のスピードを上げるため

の不可欠な前提条件です。持株会社が

軸をぶらさず戦略とガバナンスを担い、

事業会社が市場で勝ち切る。この考え方

で、変化の激しい市場でもアジャイルに

対応できる体制をつくります。

グローバル成長戦略の再定義：「脱・自前」と「現地化」の推進

小林　「Vision for Lifelong Beauty 

Partner ― Milestone2030」では、海

外売上高比率50％という高い目標を掲

げています。2025年度は、大谷翔平選

手を起用した『コスメデコルテ』のグロー

バルキャンペーンが大きな成果を上げま

した。しかし、真にグローバル競争を勝

ち抜くためには、過去の成功体験の延長

線上にとどまらず、私たちの戦い方その

ものをアップデートする必要があります。

澁澤　その中核に据えているのが、「脱・

自前」と「現地化」です。日本事業で培っ

た強みを大切にしつつ、「日本流」をその

まま持ち込むのではなく、現地の市場や

商習慣を熟知したプロフェッショナルと

のパートナーシップを基盤に、現地起点

のマーケティングやモノづくりを進めて

います。

株式会社コーセー
ホールディングス
代表取締役会長　
グループCEO

小林 一俊

株式会社コーセー
ホールディングス
代表取締役社長　
グループCOO

澁澤 宏一

11

80周年を機に新たな経営体制へ
「第二の創業」として挑む成長曲線

Top Message
グループCEO  グループCOO対談

2024 2025 2026 2027 2028 2029 2030

ホールディングス体制

HD全体の収益構造の最適化

Phase2
確実な成長スパイラルへの転換

Phase1
構造改革の完遂と基盤再構築

コーセー事業を中心とした収益構造の見直し
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小林　すべてを自社だけで抱え込むの

ではなく、現地の有力ブランドの M&A

やライセンス提携を柔軟に活用し、必要

に応じてODM や OEMも選択肢として

組み合わせます。投資リスクをコントロー

ルしながら、スピード感を持って価値の

領域を広げていきます。

澁澤　具体例として、2014年にグルー

プ入りした米国タルト社では、モーリン・

ケリー CEO のモノづくりへのパッション

と研ぎ澄まされた感性、そして高いビジ

ネス遂行力を最大限に尊重し、権限を委

譲してきました。その結果、現場主導で

現地の顧客ニーズを深く捉えたマーケ

ティングが実現し、業績面で着実な成果

に結びついたと考えています。こうした

成功体験と知見を、2024年にグループ

入りしたタイのピューリ社にも展開して

いきます。ピューリ社のボラビット・シリ

パークCEOもモノづくりに強くコミット

しており、その強みを活かしながら、「第

2のタルト」と位置づけてアジアでの展

開を一段と強化し、成長を加速していき

ます。

トラベルリテール事業でも、コーセー事

業のブランドだけではなく、グループが

保有するブランドを一括で提案する「面」

の戦略へと切り替えました。これにより、

主要な売り場における交渉力とプレゼン

スが一段と高まっています。

小林　地域戦略では、中国市場を引き続

き重要拠点と位置づけると同時に、欧米

での存在感を高め、グローバルサウスな

ど成長市場への投資も強化していきます。

地域ごとに最適なポートフォリオを組み、

グローバル全体で持続的な成長を描き

ます。

また、新市場の攻略はもちろん、すべて

のエリアで EC 戦略をこれまで以上に強

化します。EC は、お客さまのニーズや購

買行動をデータとしてタイムリーに捉え、

最適な提案につなげられることに加え、

市場環境の変化にも柔軟かつ機動的に

対応できるという強みを持ちます。既存

のリアル店舗にEC を高度に融合させる

ことで、チャネルミックスを最適化し、マー

ケティング効率を高めることで、収益性

を伴う売上成長を実現します。

「稼ぐ力」の強化：ムリ・ムダ・ムラの低減と、生産体制の高度化

資本効率の向上：ROIC 経営の浸透と、
株主還元の強化

次の100年へ：「協働」と「共創」を支える人的資本

小林　成長投資を継続するには、既存事

業で確実に収益性を高めることが必要で

す。2025年度は、マーケティング費や管

理費を厳しく見直し、大幅なコスト削減に

取り組みました。2026年度はさらに踏み

込み、事業やオペレーションの見直しも含

めて、構造改革を完遂する年にしたいと考

えています。そこで生み出したリソースを、

商品開発に加え、グローバル市場、ウェル

ネス、新たなビューティ体験といった将来

の成長領域へ再配分していきます。

澁澤　グループ COOとしては、2026年

度単年で前年比30億円以上の「稼ぐ力」

の向上を目標に掲げています。SKU の

見直しによる在庫および廃棄の削減や、

配送資材の規格を統一して物流オペレー

ションを効率化するなど、現場の細かな

非効率性まで徹底的に洗い出し、ムリ・

ムダ・ムラを低減します。

小林　2026年7月に稼働する「南アルプ

ス工場」でも、より効率化を進めます。生

産能力を現状の約1.4倍に引き上げるだけ

でなく、スキンケアの製造機能を集約する

重要な拠点です。各工場に分散していた

投資や管理費を一元的に集約することで、

経営資源の最適化を図ります。

澁澤　AGV（Automated Guided Vehicle）

などの自動化設備により生産性を高め、

製造期間の短縮で棚卸資産の圧縮も可能

となります。内製化を進めることで外注コ

スト低減にもつながり、粗利益率の改善に

寄与します。

小林　さらにサステナビリティは、今やコ

ストではなく競争力の源泉です。「南アル

プス工場」では、国内初となる化粧品製造

へのグリーン水素の導入や、100％CO2フ

リー電力の活用を実現しました。加えて、

化粧品づくりにおいて「水」は原料として

不可欠なだけでなく、設備の洗浄や工場

内の各工程、社員の飲食に至るまで、あら

ゆる場面で品質と安定稼働を支える重要

な要素です。私たちはこの「水」を大切に

する考え方のもと、清澄で豊富な水資源

に恵まれた南アルプスの地の利を活かせ

る山梨県を生産拠点として選びました。

エネルギー面でも、山梨県が誇る水資源

を起点とした取り組みを進めています。

主な電力には、県営水力発電由来のCO2

フリー電力を活用し、太陽光による自家

発電も組み合わせます。熱エネルギーに

ついては、従来の化石燃料から、再生可

能エネルギーで製造される山梨県産のグ

リーン水素へ段階的に転換していく計画

です。こうした水由来のエネルギーを地

域で循環させる“ 地産地消モデル ” の構

築を、行政とも連携しながら推進してい

きます。

小林　財務面についてですが、ROIC（投

下資本利益率）が WACC（加重平均資本

コスト）を下回っている状況を重く受け

止めています。資本市場の期待に応える

ため、2026年度から役員報酬や部門別

の業績評価に ROIC を正式に導入しま

す。戦略を形骸化させないため、現場レ

ベルの KPI へと具体的に落とし込み、社

員一人ひとりが「稼ぐ力」と「資本効率」

を自らの課題として捉えられるよう、運

用の実効性を伴うガバナンス体制を構

築します。

澁澤　原価率改善、販管費率の見直し、

CCC（キャッシュ・コンバージョン・サイク

ル）の圧縮といった施策を「ROICツリー」

に紐づけ、部門ごとの責任を明確にしま

す。限られた経営資源を戦略的に成長

領域へ配分し、資本効率と企業価値の

向上を確実に進めます。

小林　株主還元も重要なコミットメント

です。2025年度は年間140円の配当で

したが、2026年度は、創業80周年の記

念配当10円を上乗せし、年間150円の

配当を計画しています。さらに、成長投

資とのバランスを取りながら、30億円規

模の自己株式取得も実施しました。資本

効率の持続的な改善と、株主還元の拡

充を両輪で進めることで、株主利益を拡

大し、市場の期待に応えるべく企業価値

の向上を追求していきます。

小林　最後に、人の力についてお話しし

ます。コーセーには創業以来受け継がれ

てきた「正しきことに従う心」という精神

があります。AIやデジタルがどれほど進

化しても、お客さまの心に響く価値を提

供し、長く愛されるブランドを築く原点

は、誠実な姿勢と「人の強さ」にあります。

純粋持株会社体制への移行は、この「人

の強さ」を最大限に引き出すための環境

整備でもあります。

澁澤　私の使命は、各事業会社に権限

と責任を適切に委譲し、現場の情熱がそ

のままブランドの個性として結実する組

織をつくることです。多様なブランドが

有機的につながり、互いを高め合う。そ

の基盤となる「ビューティコンソーシア

ム構想」を前進させ、人々の人生のあら

ゆるシーンで新しいビューティ体験を提

供するプラットフォームへ進化させてい

きます。

小林　ビジョンを言葉で終わらせず、確

実に形にするための実行体制は整いま

した。ぶれない「求心力」と現場の情熱

が生み出す力強い「遠心力」。この両輪

をスピーディに発揮し、グループ一丸と

なって持続的な成長軌道へと邁進してま

いります。私自身も、強い覚悟を持って

この変革の先頭に立つつもりです。そし

て、世界中のお客さまの生涯の「Beauty 

Partner」として、豊かな未来をともに創

造していきます。

澁澤　小林会長とともに、結果にこだわ

る経営を徹底します。コーセーグループ

の100周年、さらにその先を見据え、社

員一丸となって企業価値の最大化に取

り組んでまいります。

小林　ステークホルダーの皆さまととも

に、美しさとウェルビーイングを通じて、

より豊かで価値ある未来を創り上げてい

きたいと考えています。引き続きのご支

援をお願い申し上げます。
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Vision for Lifelong Beauty Partner—Milestone2030

コーセーグループは、存在理念に定めた想いを果たすべく、

中長期ビジョン「Vision for Lifelong Beauty Partner ― Milestone2030」を掲げ、

ありたい姿 “Your Lifelong Beauty Partner” の実現に向けた取り組みを推進しています。

外部環境

インプットする資本 価値を生み出すサイクル 事業活動の成果 提供する価値

Purpose

存在理念
英知と感性を融合し、

独自の美しい価値と

文化を創造する。

人口動態の変化

美の価値観の多様化

デジタル変革

地政学リスクと
不透明な

グローバル経済

人的資本

製造資本

知的資本

社会・関係資本

自然資本

財務資本

人に寄り添う 地球に寄り添う

化粧品やビューティ領域に
おける製品・サービスの提供

ウェルビーイング領域における
製品・サービスの提供

企画
01

調達
03

生産・物流
04

マーケティング

05

販売
06

経営資本の強化

マテリアリティ

研究・開発
02

アフター 
フォローアップ

07

コーセーグループの
持続的成長プロセス

Output

市場の期待を超える
商品設計と

ブランド構築

安全・安心と高品質を
追求し、効果にこだわった

モノづくり

原材料の持続的な調達と
環境・人権への配慮

クリーンで効率的な
生産・物流体制の確立

3Gに基づいた
顧客アプローチ

オフラインと
オンラインの融合
顧客体験の向上

お客さまの声を
活かした商品づくり

製品•

サービスに

よる体験

P.21

P.20

P.49 P.51

P.17

「アダプタビリティ」の追求
あらゆる個性に適合する

「誰ひとり取り残さない美」のための
商品づくり

持続可能な調達による
バリューチェーン全体の豊かな発展

気候変動対策や資源循環などの
環境配慮による

ネイチャーポジティブの実現

従来の枠を超え、
性別や年齢にとらわれず、

より幅広い世界中のお客さまへの
プロモーションを通じ、
新しい美の概念を提示

オフライン・オンライン双方での
アプローチ

お客さまのウェルビーイングを
高める体験の提供

指標 2030年マイルストーン

グローバルキーポスト人材充足率 2.5倍以上
アダプタビリティ∞に基づく商品／
サービス提供率 100%
ウェルビーイングを叶える
取り組み件数 500件以上
環境意識の啓発人数 1,000万人以上

CO2 排出量削減率
Scope 1•2 ▲55%
Scope 3 ▲30%

指標 2030年マイルストーン

売上高成長率 CAGR +5%以上
海外売上高比率 50%以上
営業利益率 12%以上
EBITDAマージン 18%以上
ROIC 10%以上

社会・環境への影響

付加価値提供による財務成果

社会的価値

中長期ビジョン

事業基盤

（2018年比・総量）
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人的資本

製造資本

知的資本

社会・関係資本

自然資本

財務資本

※1　国内グループの実績
※2　タルトおよびピューリを除く。2025年12月末時点の登録数
※3　コーセーグループ生産部門
※4　 投下資本利益率（ROIC）= 税引後営業利益 ÷ 投下資本、投

下資本＝有利子負債+純資産、新リース会計基準適用前
※5　 自己資本当期純利益率（ROE）＝親会社株主に帰属する当

期純利益÷自己資本（期首期末平均）×100
※6　自己資本比率＝（自己資本÷総資産）×100

創業当時より培ってきた6つの資本は、コーセーグループの持続的成長プロセスを下支えしており、

企業価値を高めるためには欠かせないものとなっています。

今後も、6つの資本と基盤になる強みを活かしながら、持続的な成長を目指します。

独自の強み

独自の強み

独自の強み

独自の強み

独自の強み

独自の強み

 �創業の精神を共通の価値観としながら、

高め合い、挑戦を促す組織風土

認識している課題

認識している課題

認識している課題

認識している課題

認識している課題

認識している課題

 �自分ならではの価値を発揮する「強い個」

と、「強い個」が連携・協力し、継続的に

リーダー人材が輩出される「強い組織」を、

戦略的に生み出すことが必要

社員数（臨時雇用者含む） 

13,135名

１人当たりの年間研修時間※1 

（管理職・非管理職/美容職） 

24.2/132.3時間

 �国内外で拡大する化粧品需要に応え、高

品質で競争力のある製品を確実かつタイ

ムリーに供給するための生産体制

 �持続可能な製造を実現するために、責任

あるバリューチェーンの構築が必要

設備投資 

212億円

製造拠点 

6拠点

 �独自性のある価値創出につなげるため、

世界8拠点での研究と、外部パートナー

との連携および世界で展開する多彩なブ

ランドマーケティングのノウハウ

 �新しい顧客体験価値をつくり出すため

には、国や地域など現地起点のマーケ

ティングやモノづくりが必要

研究開発費　69億円

ブランド保有数　38ブランド

特許登録数※2 

日本：846件　海外：259件

商標登録数※2 

日本：7,823件　海外：7,308件

意匠登録数※2 

日本：407件　海外：526件

 �「KOSÉ Beauty Partnership」を基 盤と

した各ステークホルダーとの強いエンゲー

ジメント

 �事業強化のためには、外部パートナーと

の連携や外部アセットの活用が必要

展開国・地域数 

63の国と地域

海外売上高比率 

34.8％

 �自然資源から得られる原材料を最大限に

活用したモノづくり

 �持続可能な事業活動を続けるためには、

地球環境を保全し、環境への負担を低減

するとともに、資源の効率的な活用促進

が必要

総エネルギー使用量 

387.8（千 GJ）

総取水量※ 3 

302.4（千 m3）

 �高い自己資本比率に裏打ちされた強固

な財務基盤

 �低い収益性

 �グループ内の資金の有効活用および株主

還元向上による、資本効率の改善
自己資本比率※ 6 

72.2％

ROE※ 5 

5.4％

ROIC※ 4 

3.7％

インプットする資本

P.43

P.56P.33

P.27P.20P.7

P.27

P.51-53P.33

P.35

P.25P.3

P.23
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重要課題（マテリアリティ）を特定するために、コーセーグループを取り巻く社会や環境の変化と課題、そして関連する機会とリ

スクを抽出後、社会からの期待の視点と、社内関連部門によるコーセーグル―プへのビジネス（財務）インパクトの視点という二

軸による評価を実施しました。

コーセーグループを取り巻く社会や環境の課題と機会・リスク分析 重要課題（マテリアリティ）

人
や
社
会

 社会課題解決型の事業活動
 ウェルビーイング領域での価値提供 
 責任ある宣伝広告活動
 多様な美の価値観の尊重
 製品処方開発でのイノベーション
 生活者のQOLの向上
 事業領域でのデジタル化適応 
 社会と社内のDE＆I推進
 スポーツ、文化の保存継承

など全15項目

 事業と社会貢献の両立による利益創出
 新規事業拡大の可能性
 新たな顧客層の開拓
 長期的な顧客接点、LTV※拡大
 新たな価値創出
 安定的な労働力の確保
 消費者からの信頼獲得

など

※ ライフタイムバリューの略。生涯顧客価値。

 利益成長の鈍化
 顧客数の成長鈍化・既存顧客の離反
 取引への影響
 レピュテーションリスクの増加
 美容事業に対する信頼の低下
 各国法令による輸出入への影響
 早期タッチポイントの機会損失

など

地
球
環
境

 気候変動への具体的な対策
 貴重な森林資源の効率的利用
 生物多様性への具体的な取り組み
 廃棄物削減と資源循環の推進
 水資源の効率的利用
 事業地域近辺での環境保全
 ネイチャーポジティブの実現
 生活者の環境意識醸成
 サステナブルなパッケージ開発

など全13項目

 製品イノベーション・他社との協業
  エネルギー使用量低減によるコスト削減
 購買行動変容による市場拡大
  パッケージのイノベーション創出
 エシカル志向な消費者の支持獲得
  独自研究イノベーション力の向上
 グローバル市場での独自性の確立

など

 原材料調達への影響
 規制による流通制限
 グリーンウォッシュとしての批判
 事業継続リスクの増加
 環境対応コストの増加
 法令リスク・公害等の訴訟リスク増加
 地域社会との関係性悪化

など

経
営
・
事
業
基
盤

 経営ガバナンス体制の強化
 利益を生み出す事業構造への転換
 知的資本の保護と活用強化
 グローバルマーケットへの対応
 安心・安全で持続可能な品質確保
 人権の尊重
 人的資本活用の最大化とES※向上
 お客さま目線での事業運営
  レジリエントなサプライチェーン体制づくり

など全20項目

※  エンプロイーサティスファクションの略。従業員満
足度。

 レジリエントな企業体質への進化
 経営の安定化・利益向上
 国際的な企業信頼性と価値の向上
 事業領域の拡大
 生産性の向上
 優秀な人材の確保による競争力強化
 原価に対する影響の最小化

など

 外部関係先からの信頼の低下
 国際競争力の低下
 事業収益力の低下
 社員報酬や人材確保への影響
 法令違反リスクの増加
 事業活動停止による商品供給力低下
 仕入れコスト増加による利益率低下

など

課題
項目別

課題
項目別

機会

機会

リスク

リスク

定
量
評
価

【社会からの期待の視点による評価】
・社会一般的な視点での基準
・当社事業分野において社会から求められるイシューにより、 
定量評価を実施。

【コーセーグループのビジネスにおけるインパクト評価】
・ミッションの異なる各部門における視点
・経営視点により、重要度・関連度それぞれにおいて定量評価を 
実施後、その数値をもとにインパクト値として定量化。

重要課題 ( マテリアリティ ) の特定

コーセーグループが取り組むべき重要課題の特定を行うた

めに、右図の手順で進めました。また、重要課題と中長期

目標は定期的に見直しを実施していきます。

定量的な評価を実施した後、前・中長期ビジョンの振り返り

課題を含め、いくつかの項目を統合し、重要課題（マテリア

リティ）として特定しています。

中長期ビジョンにおける重要課題（マテリアリティ）

コーセーグループが取り組むべき重要課題の特定プロセス、
マテリアリティ・マップについて、詳細な情報を
コーポレートサイトで公開しています
https://koseholdings.co.jp/ja/sustainability/plan/theme/

取り組むべき項目・社会からの期待 重要課題（マテリアリティ）

事業
課題

重点グローバルブランドの育成 グローバルマーケットへの対応
グローバル展開の加速

事業基盤

中華圏事業の再構築 魅力的なブランドポートフォリオ構築

収益性、効率性の改善 棚卸資産の効率化と成長投資

変化に強い
企業体質への転換

経営管理機能の高度化 長期視点経営の推進

競争優位なバリューチェーン構築（研究・生産～販売） 効率的な生産体制の構築

先行技術開発（原料／製剤開発・製造技術） グループ内での機能連携強化と総合力向上

業務プロセス／業務基盤の再構築 組織／マインドセット／風土づくりや生産性向上
人的資本の最大化

DE＆Iの推進（社員の属性、経験、スキル） 社員のエンゲージメント向上

モノづくりの復活（品質・技術・原価） “化粧品”に限らない価値創造（ウェルビーイング価値）

安心安全を基本とした
高付加価値提供

シームレスな顧客接点と顧客体験の拡充 顧客データ（KOSÉ-ID）を軸としたLTV向上

幅広い世代の認知、共感拡大 外部リソースや技術と連携した事業価値の創出

お客さま視点での事業運営

社会
課題

多様な美の価値観の尊重 責任ある広告宣伝 多彩な美しさの尊重

人に寄り添う
ウェルビーイング領域での価値提供 生活者のQOL向上 心まで健やかな

毎日を支える適切な美容習慣・商品使用の啓発 労働環境等に配慮した責任ある原材料調達

ジェンダー平等 DE＆Iの推進（社会・社員の多様性） 社会的機会のあと押し

環境
課題

マーケティングを通じた生活者の環境意識醸成 環境意識の向上

地球に寄り添う
事業地域近辺の環境保全 生物多様性への具体的な取り組み 環境問題解決への貢献

CO2削減など気候変動への取り組み 製品ライフサイクルでの環境負荷低減
環境負荷低減の推進

廃棄物削減と資源循環の推進 サステナブルなパッケージ開発

社会・ステークホルダーの視点

･ �ともに高めあうさまざまな 
パートナーの視点

･� 国際的な枠組み

企業へのインパクトの視点

･ �コーセーグループの 
経営理念・方針との整合性　

･� 経営へのインパクト

社内外の意見・評価

議論・承認

進捗確認と見直し体制
取締役会とサステナビリティ委員会、そしてサステナビリティ委員会が監督する実行
組織であるサステナビリティ推進委員会において定期的な進捗状況を確認し、重要
課題と中長期目標についても定期的に見直しを実施します。
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Vision for Lifelong Beauty Partner—Milestone2030
美しい知恵　人へ、地球へ。

7つの強み

多様なブランドポートフォリオ

自社研究所での研究体制

自社工場でのモノづくり体制

ダイレクトに価値を届けられる販売体制

エンゲージメントの高い人材

チャレンジ精神

長期視点のオーナーシップ経営

KOSÉ
Beauty Partnership

すべてのステークホルダーと
互いに高め合う関係性を構築する

美を通じて世界に寄り添い、
一人ひとりの生涯を彩る

〈財務目標〉

●売上高成長率
　　 海外売上高比率

●営業利益率
●EBITDAマージン
●ROIC

〈非財務目標〉

●グローバルキーポスト
　人材充足率
●アダプタビリティ∞に
　基づく商品／サービス提供率

●ウェルビーイングを
   叶える取り組み件数
●環境意識の啓発人数
●CO２排出量削減率

活動方針

価値観

Adaptability
（あらゆる想いに応える）

３G
（Global・Gender・Generation）

Sustainability & Connectivity 
（寄り添い続ける）

地域戦略地域戦略顧客戦略顧客戦略

事業戦略事業戦略

世界中のお客さまに
コーセーの価値を届ける

人事

研究開発

モノづくり

IT・デジタル

財務

人に寄り添う 地球に寄り添う 事業基盤

重点課題

価
値
創
造

基
盤
強
化

Belief　 企業活動の土台 Strategies   事業活動

〈存在理念〉　英知と感性を融合し、独自の美しい価値と文化を創造する。

Outcome   提供価値

〈ありたい姿〉

自分だけの美しさを
自由に選べる未来

ありのままを受け入れて
ともに成長できる未来

いつまでも
健やかな地球と
生きる未来

すべての絆に
感謝しながら
創る未来

Your Lifelong Beauty Partner

美しい知恵　人へ、地球へ。

7つの強み

多様なブランドポートフォリオ

自社研究所での研究体制

自社工場でのモノづくり体制

ダイレクトに価値を届けられる販売体制

エンゲージメントの高い人材

チャレンジ精神

長期視点のオーナーシップ経営

KOSÉ
Beauty Partnership

すべてのステークホルダーと
互いに高め合う関係性を構築する

美を通じて世界に寄り添い、
一人ひとりの生涯を彩る

〈財務目標〉

●売上高成長率
　　 海外売上高比率

●営業利益率
●EBITDAマージン
●ROIC

〈非財務目標〉

●グローバルキーポスト
　人材充足率
●アダプタビリティ∞に
　基づく商品／サービス提供率

●ウェルビーイングを
   叶える取り組み件数
●環境意識の啓発人数
●CO２排出量削減率

活動方針

価値観

Adaptability
（あらゆる想いに応える）

３G
（Global・Gender・Generation）

Sustainability & Connectivity 
（寄り添い続ける）

地域戦略地域戦略顧客戦略顧客戦略

事業戦略事業戦略

世界中のお客さまに
コーセーの価値を届ける

人事

研究開発

モノづくり

IT・デジタル

財務

人に寄り添う 地球に寄り添う 事業基盤

重点課題

価
値
創
造

基
盤
強
化

Belief　 企業活動の土台 Strategies   事業活動

〈存在理念〉　英知と感性を融合し、独自の美しい価値と文化を創造する。

Outcome   提供価値

〈ありたい姿〉

自分だけの美しさを
自由に選べる未来

ありのままを受け入れて
ともに成長できる未来

いつまでも
健やかな地球と
生きる未来

すべての絆に
感謝しながら
創る未来

Your Lifelong Beauty Partner

Your Lifelong Beauty Partner

美を通じて世界に寄り添い、
一人ひとりの生涯を

彩る活動を行うことを
お約束いたします。

中長期ビジョン

「Vision for Lifelong Beauty Partner ―

Milestone2030」では、存在理念「英知と感性を

融合し、独自の美しい価値と文化を創造する。」の

追求に向け、新たにありたい姿 “Your Lifelong 

Beauty Partner”を策定しました。

多彩な美の選択肢を提供することで、世界中の一

人ひとりが生涯にわたり自分だけの輝きを見つ

けられるよう、長い時間軸で寄り添い、美の力で

明るく彩り続けたいという、創業以来、コーセー

グループが大切にしている強い想いを込めました。

お客さまに限らず、ビジネスパートナー、働く仲

間、世界中のあらゆる人々や未来を生きる次世代、

そして地球上の美しい自然とより長く、より深く、

より強い絆を築き企業価値の向上を目指します。

中長期ビジョンの詳細についてはこちらをご覧ください。
https://koseholdings.co.jp/ja/info/mid/

全体像と概要
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Phase1
構造改革の完遂と基盤再構築

Phase2
確実な成長スパイラルへの転換

Phase3
グローバル企業への進化

2024 年

Phase2
確実な成長スパイラルへの転換

Phase1
構造改革の完遂と基盤再構築

Phase3
グローバル企業への進化

2030 年

中長期
ビジョン

2030年をマイルストーンとした中期戦略と定量目標

テーマ 指標 2024年度 2025年度 2030年
マイルストーン

財
務
目
標

売上
持続的な売上成長 売上高成長率 +7.4% +2.3% CAGR+5％以上

グローバルでの展開強化 海外売上高比率 34.5% 34.8% 50%以上

収益性 持続的な利益創出
営業利益率 5.4% 5.6% 12%以上

EBITDAマージン 8.8% 9.4% 18%以上

効率性 効率的かつ効果的な成長投資 ROIC※1 2.6% 3.7% 10%以上

非
財
務
目
標

人的資本 グローバルな成長を支える人的基盤 グローバルキーポスト人材充足率※2 1.39倍 1.85倍 2.5倍以上

社会課題
多彩な美しさの尊重 アダプタビリティ∞に基づく商品╱サービス提供率※3 86.4% 88.8% 100％

心まで健やかな毎日を支える ウェルビーイングを叶える取り組み件数 198件 265件※4 500件以上

環境課題

環境意識の向上 環境意識の啓発人数 741万人 780万人※4 1,000万人以上

環境負荷低減の推進 CO２排出量削減率
Scope1・2 ▲44.8% ▲50.2%※5※6 ▲55%

Scope３ ▲19.2% ▲20.2%※5※6 ▲30％

 ビジョン達成に向けた3つのフェーズ

 Milestone2030  定量目標		 	 	 	
	 	 	 	

2025年度は、収益構造の改善において着実な進捗が見られ

ました。増収による売上総利益の増加に加え、コーセー事業

における販売費等の効率的な運用が増益に貢献しました。

中国本土についても、2024年度の構造改革を経て黒字化を

達成しました。これらはフェーズ2「確実な成長スパイラル

への転換」に向けた、着実な一歩と捉えています。

2025年度の連結売上高は3,301億円（前年度比2.3％増）と

なり、為替影響を除いた実質ベースでも2.6％の増収を確保

しました。主力のコーセー事業に加え、アルビオン、コーセー

コスメポートの各事業が着実に伸長したことが寄与し、海外

売上高比率は34.8％となりました。利益面では、コーセー事

業の収益性改善がタルトおよびアルビオン事業の減益を補

い、営業利益は184億円（同6.3％増）となりました。また、親

会社株主に帰属する当期純利益は、前年度に計上した中国事

業の構造改革費用がなくなったことや法人税等の減少により、

151億円（同101.2％増）と大幅な増益となりました。

一方で、期初計画（売上高3,360億円、営業利益200億円）に

対しては未達の着地となりました。未達の要因はインバウ

ンド需要の低迷やメイクアップブランドの苦戦に加え、想定

を上回る原価率の上昇がマーケティング費用の抑制効果を

相殺したことによるものです。2026年度に向け、これらの

課題に対する抜本的な施策を講じていきます。

Milestone2030 目標達成に向けての進捗

2025年度 連結業績サマリー

連結業績の振り返り

地域別売上高の振り返り

2025 年度の振り返りMilestone2030

※1　新リース会計基準適用前、ROIC= 税引後営業利益÷ 投下資本、投下資本＝有利子負債+純資産　　
※2　グローバル人材÷グローバルキーポストで算出　　
※3　独自の8つの取り組みテーマ「アダプタビリティ∞（エイト）」から、各ブランドが毎年注力する項目を決定し、その項目数に対して達成したサービス・商品数をカウントし総合達成率を算出　　
※4　2020年からの累積　　
※5　2018年比での排出量総量における削減率　　
※6　第三者検証受検後更新予定　　

（億円）

2024年度 2025年度
増減額 増減率

金額 売上比 金額 売上比

売上高 3,227 100.0% 3,301 100.0% +74 +2.3%

日本 2,113 65.5% 2,153 65.2% +39 +1.9%

アジア 406 12.6% 441 13.4% +34 +8.6%

北米他 707 21.9% 707 21.4% +0 +0.0%

売上総利益 2,225 69.0% 2,279 69.0% +54 +2.4%

営業利益 173 5.4% 184 5.6% +11 +6.3%

経常利益 216 6.7% 214 6.5% ▲1 ▲0.8%

親会社株主に帰属する当期純利益 75 2.3% 151 4.6% +76 +101.2%

1株当たり当期純利益 131円62銭 264円84銭 +133円22銭

ROE 2.8% 5.4%

ROIC 2.6% 3.7%

設備投資 214 212

減価償却費 97 108

日本
（前年度比1.9％増）

ハイプレステージの『コスメデコルテ』およびコーセーコスメポート事業が過去最高売上を更新し、全
体を牽引。メイクアップブランドが苦戦した一方、『アルビオン』や『ONE BY KOSÉ』は着実に成長。
多様なブランドポートフォリオが機能し、国内全体の成長性を維持。

アジア
（前年度比8.6％増）

免税チャネルでは、当社主導の出荷抑制を継続。この減収影響を、中国本土での売上伸長や、新規連結
したピューリ事業でカバーし、増収を確保。

北米他
（前年度比0.0％増）

主力のタルト事業は、円高により円ベースでは微減収となったが、現地通貨ベースでは前年並みを維持。
加えて、北米大手リテーラーにおける『雪肌精』の展開が売上に寄与。
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バ リ ュ ー チ ェ ー ン

ステークホルダー・エンゲージメント

基本的な考え方

基本的な考え方

企業の持続的な成長を実現するためには、バリューチェー

ン全体での取り組みが重要です。コーセーグループは、商

品の企画・研究開発から原材料の調達、廃棄・再利用に至

るまで、各段階でステークホルダーとのかかわりを重視し

た価値創造を目指しています。これにより、長期的な競争

力を確保することで、企業の持続的な成長と価値提供を実

現します。

中長期ビジョン「Vision for Lifelong Beauty Partner ―

Milestone2030」で掲げる「KOSÉ Beauty Partnership」は、

すべてのステークホルダー一人ひとりと向き合い、対話を重

ねながら“美”を通じた独自の価値を共創していくことを目

指しています。商品やサービスの品質向上はもちろん、人権

への配慮や働く環境の整備、環境保全など、事業活動のあら

ゆる場面で信頼に足る存在であり続けます。世代や価値観

が変わっても寄り添い続けるPartnerとして、すべての人の

毎日と社会の未来を、より健やかに、彩りあるものにするた

めの関係を構築します。

コーセーグループのモノづくりや商品・サービスの提供

は、バリューチェーン全体にかかわっています。そのため、

中長期ビジョン「Vision for Lifelong Beauty Partner ― 

Milestone2030」のサステナビリティ戦略では、特に大き

なインパクトを与えると考えられるバリューチェーンを明

確にし、人や地球に寄り添う課題解決と価値向上に向けた

取り組みを、グループ全体で推進しています。

サステナビリティの課題と
バリューチェーンへのインパクト

正の影響の
強化

負の影響の
最小化

企画・
研究開発 調達 生産 物流・輸送 営業・

販売促進 使用 廃棄・
再利用

※  正と負、両方に影響を与えるテーマ

※  正と負、両方に影響を与えるテーマ

01 04

06

03 02

05

Topics Topics

多様性をチカラに。
オフィスに笑顔を創る「創夢ユニット」

物流課題解決に向けた他社との取り組み

誰もが自分らしく輝くために、個々の強みを活かし「働く喜びや楽しさの実感」
を目指す「創夢ユニット」が誕生しました。障がいのある社員が主体となり、
誰もが働きやすい快適な環境づくりをサポートしています。メンバーによる
各部門の業務支援や細やかな清掃、元気な挨拶は、オフィスに笑顔と活力を
生み出しており、障がい者雇用の促進とともに、なくてはならない組織の力
となっています。

花王株式会社とともに、特定エリアにおける共同配送をスタートしました。
従来、両社が個別に抱えていた物流課題である配送の効率化だけではなく、
トラックの使用台数を削減することにより、CO2排出量も削減するなど、環
境負荷の低減にも貢献する取り組みとなっています。

コーセーグループの企業活動を支える価値観「KOSÉ Beauty Partnership」

多彩な美しさの尊重 心まで健やかな毎日を支える 社会的機会のあと押し環境意識の向上

環境問題解決への貢献 環境負荷低減の推進

1 2

P.50P.51P.49

P.52 P.53

P.50

それぞれの取り組みは記載ページへ 
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